
オランダクイズ 全30問

Q1. オランダの首都はどこでしょう?

① アムステルダム

② ハーグ

③ ロッテルダム

ヒント:運河と美術館で知られる、オランダ最大の都市です。

答え:① アムステルダム 国会や政府、王宮はハーグにあり、政治の中心はハーグという少し変わった国です。

Q2. オランダといえば、春に一面に咲く有名な花は?

① バラ

② チューリップ

③ ひまわり

ヒント:赤・黄・ピンクなど色とりどりで、球根で育てます。

答え:② チューリップ 春はキューケンホフ公園などが花でうめつくされ、世界中から観光客が訪れます。

Q3. オランダの伝統的な風景でおなじみの、風で羽根が回る建物は?

① 灯台

② 水車小屋

③ 風車

ヒント:ドン・キホーテが立ち向かったことでも知られています。

答え:③ 風車 キンデルダイクには19基の風車が並び、世界遺産になっています。

Q4. サッカーやスケートのオランダ代表でおなじみの応援カラーは?

① オレンジ

② 青

③ 緑

ヒント:「オレンジ軍団」という愛称で呼ばれています。

答え:① オレンジ 王室「オラニエ家」にちなんだ、国を象徴する色です。

Q5. オランダで使われている公用語は?

① ドイツ語

② オランダ語

③ フランス語

ヒント:国の名前がそのまま言語の名前になっています。

答え:② オランダ語 ドイツ語や英語と同じ仲間の言葉で、英語が得意な国民としても有名です。

Q6. オランダの伝統的な、木でできたはきものを何という?

① ガラスの靴

② 鉄の靴

③ 木靴(クロンペン)

ヒント:しめった土地の農作業で足をぬらさないために使われました。

答え:③ 木靴(クロンペン) 今ではおみやげや民族衣装として親しまれています。



Q7. オランダの名産品として世界的に有名な乳製品は?

① チーズ

② バター

③ ヨーグルト

ヒント:ゴーダやエダムといった名前の種類が有名です。

答え:① チーズ アルクマールなどでは昔ながらのチーズ市が今も開かれています。

Q8. オランダで人口より数が多いといわれる乗り物は?

① ボート

② 自転車

③ オートバイ

ヒント:平らな国土をいかした、環境にやさしい乗り物です。

答え:② 自転車 国民1人が1台以上持つ計算で、専用道路もとても充実しています。

Q9. オランダの国土の特徴として正しいのは?

① 砂漠が多い

② 高い山が多い

③ 海面より低い土地が多い

ヒント:国名「ネーデルラント」は「低い土地」という意味です。

答え:③ 海面より低い土地が多い 国土のおよそ4分の1が海面より低く、堤防で海を防いでいます。

Q10. 現在オランダで使われているお金(通貨)は?

① ユーロ

② ギルダー

③ ポンド

ヒント:多くのヨーロッパの国と共通のお金です。

答え:① ユーロ かつてはギルダーでしたが、2002年からユーロに切りかわりました。

Q11. オランダの正式な国名は?

① ホラント連邦共和国

② ネーデルラント王国

③ オランダ合衆国

ヒント:国王がいる「王国」で、「低い土地」を意味する名前です。

答え:② ネーデルラント王国 「オランダ」は本来その一地方「ホラント」に由来する呼び名です。

Q12. 海や湖の水をぬいて作った、オランダ特有の干拓地を何という?

① サバンナ

② ツンドラ

③ ポルダー

ヒント:堤防で囲み、風車やポンプで水をかき出して作ります。

答え:③ ポルダー オランダは何百年もかけて海を陸地に変え、国土を広げてきました。



Q13. 「ひまわり」「星月夜」で知られる、オランダ生まれの画家は?

① ゴッホ

② モネ

③ ピカソ

ヒント:燃えるような黄色と、うずまく筆づかいが特徴です。

答え:① ゴッホ アムステルダムには彼の作品を集めたゴッホ美術館があります。

Q14. 第二次世界大戦中、アムステルダムの隠れ家で日記を書き続けた少女は?

① ジャンヌ・ダルク

② アンネ・フランク

③ マザー・テレサ

ヒント:彼女が隠れていた家は今、博物館になっています。

答え:② アンネ・フランク 『アンネの日記』は世界中で読み継がれています。

Q15. 「真珠の耳飾りの少女」を描いたオランダの画家は?

① レンブラント

② ルーベンス

③ フェルメール

ヒント:光の描き方が美しく、「光の魔術師」とも呼ばれます。

答え:③ フェルメール 現存する作品がとても少なく、1枚1枚が世界の宝とされています。

Q16. オランダで国会や王宮があり、国際司法裁判所も置かれている都市は?

① ハーグ

② ユトレヒト

③ ロッテルダム

ヒント:「平和の都」とも呼ばれる、政治の中心地です。

答え:① ハーグ 首都はアムステルダムですが、政府の機能はこのハーグに集まっています。

Q17. 昔のオランダで、風車は主に何のために使われた?

① パンを焼くため

② 水をくみ上げて土地から水をぬくため

③ 鐘を鳴らすため

ヒント:海面より低い土地ならではの、大切な仕事でした。

答え:② 水をくみ上げて土地から水をぬくため 粉ひきにも使われ、暮らしを支える動力でした。

Q18. オランダの国土は、およそどのくらいが海面より低い?

① ほとんどない

② ほぼ全部

③ 約4分の1

ヒント:「4枚に分けたうちの1枚」くらいの割合です。

答え:③ 約4分の1 さらに国土の半分近くが海抜1メートル以下という低さです。



Q19. ヨーロッパ有数の発着数をほこる、オランダの大きな空港は?

① スキポール空港

② ヒースロー空港

③ シャルル・ド・ゴール空港

ヒント:実は海面より低い場所に作られています。

答え:① スキポール空港 アムステルダム近郊にあり、ヨーロッパの玄関口の一つです。

Q20. オランダ語は、言語のなかまとしてどれに近い?

① ラテン系(イタリア語など)

② スラブ系(ロシア語など)

③ ゲルマン系(ドイツ語・英語など)

ヒント:となりの大国ドイツの言葉と、よく似ています。

答え:③ ゲルマン系(ドイツ語・英語など)

英語ともルーツが近く、オランダ人が英語を覚えやすい理由の一つです。

Q21. 17世紀に作られた、世界初の株式会社といわれるオランダの貿易会社は?

① ハドソン湾会社

② 東インド会社(VOC)

③ 南満州鉄道

ヒント:アルファベット3文字「VOC」の略称で知られます。

答え:② 東インド会社(VOC) 株を発行して資金を集めるしくみは、今の会社の原型になりました。

Q22. 江戸時代、鎖国中の日本がオランダと貿易を続けた長崎の人工島は?

① 出島

② 軍艦島

③ 中州

ヒント:おうぎ形をした、海に作られた小さな島です。

答え:① 出島 ここを通じて西洋の学問「蘭学」が日本に伝わりました。

Q23. オランダ王室の家名「オラニエ」は、ある色を意味する。その色は?

① 赤

② 紫

③ オレンジ

ヒント:代表チームのユニフォームの色と同じです。

答え:③ オレンジ だからオランダ代表は「オレンジ軍団」と呼ばれ、国全体の象徴色です。

Q24. 毎年4月27日、国じゅうがオレンジ色でにぎわうオランダの祝日は?

① 革命記念日

② キングスデー(王の日)

③ 建国記念日

ヒント:国王の誕生日を祝う日です。

答え:② キングスデー(王の日) 人々がオレンジ色の服を着て、町中がお祭りムードになります。



Q25. 平均身長が世界一高いといわれている国民は?

① オランダ人

② 日本人

③ イタリア人

ヒント:背の高い人が多いことで知られるヨーロッパの国です。

答え:① オランダ人 男性の平均身長が180センチを超えるとされ、世界トップクラスです。

Q26. 17世紀のオランダで、球根1個が家1軒の値段になったといわれる世界初の経済バブルは?

① 南海泡沫事件

② ゴールドラッシュ

③ チューリップ・バブル

ヒント:オランダ名物のあの花の球根が、投機の対象になりました。

答え:③ チューリップ・バブル 値段が急落して大混乱が起き、バブルの教訓として今も語られます。

Q27. 白地に青の絵付けで有名な、オランダの伝統的な陶器は?

① 有田焼

② デルフト焼き

③ マイセン

ヒント:デルフトという町の名前がついています。

答え:② デルフト焼き 日本や中国の磁器に影響を受けて生まれた、青と白の美しい焼き物です。

Q28. オランダ発祥で、のちにイギリスで「ジン」へと発展した蒸留酒は?

① イェネーバ(ジュネヴァ)

② ウォッカ

③ テキーラ

ヒント:「ねず(ジュニパー)」という木の実で香りづけします。

答え:① イェネーバ(ジュネヴァ) オランダの薬用酒がイギリスに伝わり、世界的なお酒「ジン」になりました。

Q29. 「ホラント」は実はオランダの一地方の名前。国全体を正式に指す呼び方は?

① フランドル

② ネーデルラント

③ バイエルン

ヒント:正式国名「○○○○○王国」にも入っています。

答え:② ネーデルラント 近年は政府も、対外的に「ホラント」より「ネーデルラント」を使います。

Q30. 干拓を象徴する有名な言葉「神は世界を作り、( )はオランダを作った」。( )に入るのは?

① 神様

② 王様

③ オランダ人

ヒント:海を陸地に変えてきたのは、ほかでもないこの国の人々です。

答え:③ オランダ人 自分たちの手で国土を広げてきた誇りが込められた言葉です。


